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かん じ
漢字とかな

か とう ひでとし
加藤 秀俊

に ほん しんぶん ねん
日本の新聞は１８６０年ころからはじまっていますが、

しんぶん かん じ も じ
そのころの新聞をみると、漢字がすくなく、かな文字

り ゆう
でかかれていたことがわかります。その理由のひとつ

かん じ かつ じ
は、漢字の活字をつくるのがたいへんだったからです

に ほんじん かん じ
が、なによりも日本人のおおくがむずかしい漢字をよ

むことができなかったからです。だから、そのころの

しんぶん
新聞は、だれにでもわかりました。ところが、どうい

かん じ
うわけか漢字をたくさんつかうのがえらいひとだ、と

せい ふ やくにん がくしゃ
いうかんがえかたが政府の役人だの学者だののあいだ

しんぶん かん じ
にあったので、新聞もだんだん漢字をつかうように

しゅうかん
なってしまったのです。そういうふしぎな習慣がこれ

しんぶん かん じ
までつづいて、いまの新聞はむかしにくらべると漢字

かん じ
だらけになりました。これら、たくさんの漢字を、は

に ほんじん
たしていまの日本人はぜんぶよむことができるので

しょうか？しらべてみると、そうではない、というこ

しんぶん
とがわかっています。新聞をぜんぶただしくよむこと

のできるひとは１０％にもならないでしょう。

かん じ
よむことができないのだから、ましてや漢字をかく

に ほんじん
ことなど、ふつうの日本人にはできません。このごろ

かん じ へんかん
ではワープロなどがありますから、漢字変換キーをお

かん じ
すだけで漢字はちゃんとでてきます。しかし、「でて

くる」ということは、「かける」ということではあり

かん じ
ません。かくこともできない漢字をやたらにつかうの

はおかしいとわたしはおもっています。

かん じ えい ご
ただしい漢字をかく、ということは英語やフランス

ご じ
語などローマ字をつかっていることばで、ただしいス

ペリングでかく、ということとほぼおなじでしょう。

に
ただしいスペリングができないのではこまります。日

ほんじん かん じ
本人はたくさんむずかしい漢字をつかっている、と

かんしん
いって感心するひとがいますが、ほんとうはじぶんた

ちのことばのただしいスペリングがわかっていないの

かん じ
です。わたしも、漢字がなかなかわかりません。わか

じ しょ ふくざつ かん じ
らないから辞書でしらべます。複雑な漢字をかこうと

むし め がね
するときには虫眼鏡でしらべます。なぜ、こんなむず

かん じ
かしい漢字をつかわなければならないのか？とふしぎ

におもうこともよくあります。

いったい、どうしたらいいのでしょう？わたしは、

ぶんしょう かん じ かず
できるだけかなで文章をかき、漢字の数をできるだけ

へらしてゆくのがいい、とかんがえています。むかし

に ほんじん まんようしゅう げん じ もの
の日本人は、かな文字だけで「万葉集」だの「源氏物

がたり さくひん
語」だの、すばらしい作品をのこしているではありま

に ほん しゃかい ふくざつ
せんか。いまの日本はむかしにくらべると社会も複雑

も じ
になっていますから、すべてかな文字、というわけに

かん じ もんだい じ かん
はゆきませんが、漢字の問題で時間やエネルギーをあ

む だ
んまり無駄にしないほうがいいとおもいます。
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